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埼玉県教育局県立学校部参事兼保健体育課長  

 

 

児童生徒等の健康診断時の脱衣を伴う検査における留意点について 

 

令和３年３月２６日付けで文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課から別添のと

おり通知がありました。 

ついては、十分な配慮と保護者の理解のもと、健康診断を適切に実施するようお願い

します。 

各市町村教育委員会におかれましては、貴管下各学校等に周知をお願いします。 

健康教育・学校安全担当 熊木 美香 

電 話：048-830-6963 

E-mail：a6960-02@pref.saitama.lg.jp 
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脱衣を伴う検査における留意点 

 

 

１．健康診断を実施するに当たっては、児童生徒等の心情への配慮と正確な検査・診

察の実施を可能にするため、学校医と十分な連携の下、実施方法（脱衣を含む）

について共通認識を持ち、必要に応じて事前に児童生徒等及び保護者の理解を得

るなど、円滑な健康診断実施のための環境整備に努めること。 

 

２．診察や検査等に支障のない範囲で、発達段階に合わせた児童生徒等のプライバシ

ーの保護に十分な配慮を行うこと。また、検査を待つ間の児童生徒等のプライバ

シーの保護にも配慮すること。 

 

３. 衣服を脱いで実施するものは、すべての校種・学年で男女別に実施するなど、発

達段階を踏まえた配慮を行うこと。 

 

４．検査の際には、個別の診察スペースの確保や、実情に応じて教職員の役割分担（補

助や記録）についても配慮すること。 

 

５．脱衣を伴う検査に限らず、保健調査票等が正確に記入されることで健康診断の精

度も上がることから、保護者の適切な協力を得るよう努めること。 

 

 

（参考）学校健康診断を行う場合の工夫例 

  

・児童生徒等や保護者への事前の対応については、保健だよりや学年通信等を活用し、

正しく検査を受け、疾病等を早期に発見することの重要性について理解を得るとと

もに、脱衣を伴う場合はその必要性やプライバシーへの配慮を含む実施方法につい

て、丁寧に説明し、理解を得る。 

・検査時の服装については、事前に学校医と共通認識を図り、検査を受けやすい服装

で実施する。 

・ついたて（囲い）やカーテン等の配慮を工夫し、個別の診察スペースを確保する。 

・検査の会場（保健室や教室等）内では、待機する人数を最小限にするなど、プライ

バシーの保護に配慮した環境づくり等に努める。 

・特に配慮が必要な児童生徒等に対しては、検査の時間を他の児童生徒等とずらすな

ど、個別に対応する。 

 

別紙 


